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平成２７年度第２回 京都市民健康づくり推進会議食育推進部会 摘録 

 

１ 日時 平成２７年１０月２７日（火）午後２時３０分～４時３０分 

 

２ 場所 本能寺文化会館 ５階 雁 

 

３ 出席者（敬称略） 

【部会長】京都大学名誉教授   小川 正 

京都女子大学家政学部教授 中山 玲子 

京都市小学校長会給食特別委員会委員長 木原 博之 

京都市中央卸売市場協会専務理事 北島 誠一 

京都市ＰＴＡ連絡協議会会長 奥野 貴史 

（公社）京都市保育園連盟食育委員会委員長 河田 邦子 

京都市立中学校長会健康教育部会長  山下 綾子 

（一社）京都市老人福祉施設協議会食事ケア部会長 長伊 温子 

（一社）京都府医師会理事 藤村 聡 

（公社）京都府栄養士会会長 岸部 公子 

（一社）京都府歯科医師会理事 辻 耕造 

（公社）京都府助産師会 山上 恭子  

京都府私立中学高等学校連合会事務局長 室 保次 

市民公募委員  駒井 一正 

食育指導員 松田 理英 

（公社）全日本司厨士協会京都府本部副会長  安田 和彦 

（特非）日本料理アカデミー地域食育委員会副委員長 田村 圭吾 

京都府（農林水産部食の安心・安全推進課）主査 田村 敏 

【京都市】  

文化市民局地域自治推進室地域振興係長 齋藤 久也 

産業観光局中央卸売市場第一市場業務課市場活性化係長 藤井 泰孝 

産業観光局中央卸売市場第二市場業務課長 廣瀬 智史 

産業観光局観光 MICE 推進室京の食文化普及促進課長 坂根 朋子 

産業観光局農林振興室農業振興整備課長 天野 和之 

保健福祉局子育て支援部保育課担当係長 小池 美喜子 

保健福祉局長寿社会部長寿福祉課企画係長 舟木 一裕 

保健福祉局長寿社会部介護保険課長 米津 好美 

教育委員会事務局指導部学校指導課担当課長 有澤 重誠 

京都市保健センター長会（山科保健センター長） 鍋田 叔華 
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【事務局】 

 保健衛生推進室長 

 保健担当部長     

 保健医療課長     

 食育推進係長 

 

松田 一成 

吉山 真紀子 

志摩 裕丈 

大西 美佳 

 

４ 次第  

１ わたしたちの食を取り巻く状況について                 

 

２ 次期食育推進プランについて 

  ① 現プランから次期プランの枠組みについて       

 ② 次期食育推進プランの位置付けと計画期間について   

 ③「京都食育推進プラン２０１６（仮称）」の計画体系について   

  ④ 数値目標                     

  ⑤ 今後のスケジュール                

事務局（志摩課長） ～開会～ 

事務局（松田室長） ～挨拶～ 

事務局（志摩課長） ～出席者紹介は資料の出席者名簿参照～ 

座長（小川部会長）  これから議事に入らせていただきます。まず，【議事１】「わたしたちの食を取り巻く

状況について」を事務局から説明をお願いします。 

事務局（志摩課長） 保健医療課 志摩でございます。どうぞよろしくお願いいたします。本日は，大きく分

けまして二つの議事を進めさせていただきます。 

一つ目の議事「わたしたちの食を取り巻く現状」といたしましては，前回，少し御紹介

させていただいた今年度の「食育に関する意識調査」の結果から，特徴的な部分をご覧

いただきたいと思います。調査結果の報告書を「参考資料１」として配布しております。 

まず，御説明の前に，前回の第１回食育推進部会で配布させていただいた「平成２７年

度京都市食育に関する意識調査」の結果について，一部誤りがあったため，訂正をさせ

ていただきます。資料の最後に正誤表を配布しております。主な修正部分については，

１５歳以上の市民対象の調査の設問６について，７０歳以上の女性のやせが４４．４％

と大幅に増えていると御説明をしましたが，再度確認をしたところ，肥満度の判定方法

が誤っていることが判明し，正しくは，１０．３％という結果であったため，前回調査

からは割合は減少しているという結果でした。その他，修正点については，お手元の資

料を御確認いただきますようお願いいたします。 

（続いて，資料に基づき説明） 

資料４ 「わたしたちの食を取り巻く状況について」 

１ 食を取り巻く社会状況の変化 

２ 環境に配慮した食生活の実践 
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３ 京都市民の体格 

４ 食とコミュニケーション 

座長（小川部会長） 今の説明について，御質問，御意見がございましたら挙手をお願いします。 

特にないようですので，【議事２】「次期食育推進プラン」について事務局から説明をお

願いします。 

事務局（志摩課長） 本来ですと，意識調査の結果の報告書につきましては，事前にお配りして御確認いただ

くべきでしたが，直前まで数値の確認や修正作業を行っており，本日御覧いただく形と

なりましたことをお詫び申し上げます。 

つづきまして，さきほどの食を取り巻く状況を踏まえまして，次期プランの内容につい

て，資料５～９まで，まとめて御説明をさせていただき，御意見をいただきたいと思い

ます。 

資料５ ～「現プランから次期プランの枠組みについて」の説明～ 

前回の会議では，この資料までを御確認いただいております。 

左側には，平成２３年度～平成２７年度までの現プランの重点課題５つを記載しており

ます。このプランを見直すにあたり，食育に関する意識調査で現在の市民の皆さまの食

育に関する意識をおうかがいし，社会の情勢も踏まえまして，施策の方向性と施策の柱

を打ち出し，この点までを前回の会議で御確認いただいております。 

（つづいて，資料に基づき説明） 

資料６ ～「次期食育推進プランの位置付けと計画期間について」の説明～ 

資料７ ～「京都食育推進プラン２０１６」の計画体系について」の説明～ 

資料８ ～「数値目標」について」の説明～  

資料９ ～「今後のスケジュール」の説明～ 

座長（小川部会長） ありがとうございました。 

今の説明について，御質問，御意見がございましたら挙手をお願いします。 

（一社）京都市老

人福祉施設協議会 

（長伊食事ケア部

会長） 

今日は本当にいい計画を聞かせていただきました。ありがとうございました。健康寿命

を延伸し，平均寿命に近づけるためには，高齢者の健康状態が非常に影響すると思いま

す。４つの柱に基づき，豊かな食生活で健康づくり・環境づくりを行い，地域ごとに連

携をしながら市民もボランティアも活動して健康的な食事が広がるよう充実していく

ということだと思いますが，高齢化社会，少子化社会の中で，どのようにして推進して

いくかということが漠然としている気がします。今後，さらなる高齢化，少子化社会を

迎える中で，もう少し具体的に文言があればもっとインパクトがあると思うのですがい

かがでしょうか。 

事務局 

（志摩課長） 

ありがとうございます。資料７の施策の柱１の基本施策（２）にライフステージに応じ

た食育の推進を掲げており，高齢者の方々を意識した食育の取組もあげていけるよう検

討させていただきます。 

（一社）京都府医

師会（藤村理事） 

さきほど少子高齢化というお話しがありましたが，子どもと食育について私の意見を述

べさせていただきたいと思います。資料４の１ページのグラフですが，昭和５０年，６
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０年，平成７年，２０年と女性の労働力の変化が示されておりますが，昭和５０年とい

う年はどんな年かといいますと，子どもの出生数が，最も多かったのは昭和２２年，２

３年，２４年で団塊の世代です。この時で２５０万人です。次に多いのが，第２次ベビ

ーブームの昭和５０年です。昭和５０年の出生数は２００万人です。今は出生数１００

万人です。昭和５０年からまさに半減しています。大変人数が少なくなっている子ども

たちに食育を通して何かを学んでいただきたいと思い提案がございます。資料５を御覧

ください。現プランでは，「保育園（所）・幼稚園・学校での子どもたちへの食育の推進」

とありますが，次期プランでは，残念ながら，子どもたちへの食育の部分がかすんでい

るように感じます。京都府では，小中学生を対象に「食のスクラップコンクール」とい

う事業を実施しています。私の方でも，「食育」に関連する記事がどのくらい新聞に出

てくるのかと思い，今年の夏に実は新聞をスクラップしてみた。すると，１日で２～３

件ほど，「食」に関する記事が出ています。小さな子どもたちにとっては食べることそ

のものが勉強ですが，中高生になると食育が様々な科目の勉強につながります。日本人

が，食育をテーマとしてどのような自由研究を行っているか調べました。例えば，京都

であれば，鯖街道の歴史を学ぶ，これは社会の勉強にもなるし文化の勉強にもなります。

小学生であれば，魚偏の漢字を見て名前が分かるかどうかで国語の勉強につながりま

す。高校生で，これは本当にできたのかどうか分からないですが，食品交換表を用いて

１日２５００ｋcal で３食栄養バランスのとれた献立を食べるということを１週間実践

する，これは家庭科の勉強でもありますし，数学の勉強でもあります。主食の研究とし

て米，パン，小麦の特性を調べる，これは化学の勉強になる。ようするに，小中学生に

なると食育を学ぶことによって，国語，算数，理科，社会，英語全ての科目の勉強を行

うことができる。私が御提案するのは，小学生から高校生まで，食育を通じた総合学習

ができるような取組みができないかということです。出生数１００万人と減少している

子どもたちを社会の宝として食育を通じて大事に育てる取組をお願いしたいです。 

（公社）京都府栄

養士会（岸部会長） 

今の社会の変動を認めないといけない時代がきているのではないでしょうか。１億総活

躍社会ということになると，今まで以上に家庭を大事にするということが難しくなるの

ではないかと思っています。ですので，健康というのは自分の責任であるということを

小さい頃からしっかりと身につけることが大事かなと思いますので，目指す姿の中で少

し気になりましたのが，２番目に「家族や友人と一緒に食べる機会を増やす」という項

目が出てくることです。これは，食べ物の中身の問題ではなく環境の問題になるのかな

と思います。「朝食を毎日食べる」というのも家に用意されてあれば，子どもたちもも

っと食べるわけで，そういう意味では環境の問題なのかもしれませんが，「家族や友人

と一緒に食べる」というのは，親が無理でしょうと投げ出してしまわないかと逆に心配

いたします。保護者達にそんなことできないわと言われてしまわないよう，自分で朝食

を食べましょう，バランスよく食べましょう，適正な体重を維持しましょう，適切に食

品を選択する力をつけましょう，その後で家族や友人と食べましょうという風に順序付

けを変えられた方がよいのではないでしょうか。まずは自分のことは自分で守るという
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ことを子どもたちに伝え，子どもから親に「私のためにこうしてほしい」と言えるよう

にしていくことが大事ではないでしょうか。 

（特非）日本料理

アカデミー 

（田村地域食育委

員会副委員長） 

小学校での取組を１０年来続けており，次期プランの“京の食文化の普及”という点で

は携わらせていただいているところです。さきほどの意識調査の結果でも，小中学生が

食事を楽しいと感じる時は「家族そろって食べるとき」「給食のとき」「外食のとき」な

どが多いことから，いきつくところは人と対面しながら食べるのが楽しいということで

はないでしょうか。京都大学の山際総長の講演で類人猿は，面と向かって食事をすると

いうお話がありました。我々が類人猿とすれば，基本的な行動として身についているも

のであり，みんなで向かい合って面と向かって食事をするのが楽しいということではな

いでしょうか。家族の構成を考えてみると，昔のようにおじいさん，おばあさんからい

ろいろ学ぶということがすごく薄れている。さきほどおっしゃたように，１億人全員が

働いていたら，家族や友人と一緒に食事をする機会が少なくなるということはあります

けれども，京都はまだつながりが残っている街なので，その特色を少しイメージできる

ようなプラン作りをしていただきたい。私も小学校での食育活動を担っておりますが，

では自分の子どもがどうなのかと考えますと不安はあります。実は，ここにおられる

方々とは接点があります。中央市場の方であれば毎日食材を買いに行きますし，府の方

ですと，今度農林フェスに出させていただく，医師会の方も４月には医学会総会のお手

伝いをさせていただいたり，嚥下食の取組をさせていただいたりということなんです

が，お互いの連携が少ないなと少し感じています。情報交換はこういう場でありますけ

れども，それが一つ一つ重なっていない，もう少し点々になっているところを線でつな

いでいきたい。 

 昔であれば親から子へ，祖父母から孫へと食を受け継いでいけたのが，今の社会では

なかなかできていない，それを京都市全体の中では取り組めるような形付けというのを

されていると感じます。僕個人の意見ですが，大都市であるけれども村社会のようなと

ころがまだまだ残っているという京都市の一つの姿なのではないかと，現場に行かせて

いただいて感じています。難しいことは分かりませんが，こちらにおられる皆さんと活

動させていただく中で肌で感じていることです。そういうことを計画の中に反映しもう

少しみんなの活動が見えるようにしていただきたい。さきほどの御意見にあったように

子ども自身が，自分がこうしたいと個々が思わないと環境は変わらない，しかし，それ

は教えが合ってのことだと思うので，連携がとれるような仕組みがとれたらと思いま

す。 

食育指導員（松田

氏） 

 

前回の会議から１ヶ月半，毎日どのような取組をすればいいかとアンテナを張っていま

した。やはり，自分自身が力を付けるということが大事だと思い，ではどうすれば力が

つくのかと考えてみました。個人的に「NPO 法人山科醍醐こどものひろば」というと

ころで勤めているのですが，そこにボランティアで来てくださる大学生の方とたくさん

接する機会があります。ある時，使うつもりだった炊飯器をどなたか借りて行ってしま

っていて「今日，炊飯器なかったけど大丈夫だった？」と聞くと大学生の子が「大丈夫
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だった」と答えました。私は，近くにスーパーがあるので，麺やパンを買ってきたとか

電子レンジでチンとするご飯を買ってきたとかを予想していたんですが，意外にもその

大学生が「炊飯器がなかったから鍋で炊きました」と言ったんですね。その時，生きる

力がついてるなとすごく感じたんです。その大学生のことを考えてみますと，どの時点

でその力がついたかというと，キャンプなどでリーダーをしていた子でして，野外活動

とかがすごく大事だったのかなとこの経験で思いました。今では，京都市の小学校でも

５年生，６年生で野外活動に行って，いろいろ経験はできるんですけれども，２０歳代

や若い年代で意識調査の結果が大きく下がるので，そういう若い子たちに沿った取り組

みとして，野外活動がいいのではないかなと感じましたので御提案させていただきま

す。 

市民公募委員（駒

井氏） 

 

意見というよりも少しお尋ねしたいことがあります。資料７の真ん中の主な取組（例）

というものがございまして，主な取組ということは，これは具体的に実践する内容だろ

うと思います。ですから，ここに挙がっているだけではなくて，プランが完成すれば，

その中で実際には具体的なものがたくさん出てくるのだろうなと思っています。さきほ

ど，長伊先生から高齢者向けの文言をというお話しがありましたが，それらもたくさん

入ってくるんだろうなという風に勝手に理解しておりましたけど，そんなことでよろし

いでしょうか。また，その主な取組（例）のところで，新規とは記載されていないので，

以前からあった内容なのかもしれませんが，上から二つ目に「お口の健康サポート事業」

というのがありますが，これは食育部会で扱うのか口腔部会で扱うのか，あるいは両方

で扱っているのかという辺りが理解できていないなと思いました。それからもう一つ，

実は個人的な話ですが私の母親が９９歳で来年の４月で１００歳になりますが，家庭で

介護をしているのが半分，それから介護施設でお願いしているのが半分，ということで

２週間ごとにお世話になっているのですが，その中で食育ということに関して言います

と，どうしても高齢者は食べるのにムラがあるんですね。昨日はよく食べてくれたのに

今日は全然食べてくれないなぁとかですね。あるいは，業者の方で柔らかく仕上げた食

事があっても，実際には形がないと食欲がわいてこないということで，再度成形してい

るというようなことがあったりします。健康寿命を延伸ということになると，そういう

ことも具体的な取組の中で挙がってくるのであれば楽しいなという風に感じました。 

事務局（志摩課長） お尋ねいただいております資料７の主な取組は，例とさせていただいております。実際

にはこのプランには，さらに様々な事業を掲載していきます。ここに挙げたのが主でそ

れ以外は主でないかというと少し語弊がありますので，例ということで表現をさせてい

ただいております。また，「お口の健康サポート事業」についてですが，その他の歯の

健康に関連する例えば，高齢者の方の口腔機能相談の実施でありますとか，高齢者以外

の青年層の歯科健診・相談，また，妊婦の方の歯科相談など，普段の取組といたしまし

ては，歯科保健の分野で取り組んでいる事業でございますけれども，噛むことと食育の

推進というのは密接につながっているということで前回の会議でも御意見をいただい

たところですので，食育の推進に関連する事業としてこの食育の計画にもしっかりと盛
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り込んでいこうという事です。この食育の計画に盛り込んでいく事業というのは，ふだ

んの事業の所管といたしましては，本日出席をしております関係課で所管いたします事

業もこちらに集約をして食育に関係する事業として一体的に推進していこうという主

旨で掲げてまいりますので，これは食育か歯科保健かということではない形にしていけ

ればなと思っております。 

（一社）京都府歯

科医師会（辻理事） 

美味しいものを作っても歯が悪ければ噛めません。以前は保健所で３歳３カ月健診が終

わってからフッ化物歯面塗布をやっておりましたけれども，今は２歳からになり，とに

かく虫歯を作らないようにしようと京都市では小学校全校でフッ化物洗口を実施して

います。ただし，何人かは実施していない生徒もいて全員ではないんですね。今は，小

学校６年間なんですが，それを中学まで伸ばそうという話も出ています。とにかく噛め

なければいい物を与えても食べられないことを我々は啓発していかなければならない

と思います。資料８の「家族や友人と一緒に食べる」ですが，今の小中学生は塾に行っ

ている子が多くて食べられないんですね。ですから，塾の帰りにコンビニでみんなでわ

いわい言いながら外で食べている，あれも一緒に食べているうちに入るのかなと疑問に

思いました。できたら親御さんにお弁当を作っていただいて塾でみんなで一緒に食べら

れると，小中学生が夕食を一人で食べる割合は減少していくのではないかなと思いま

す。それから，よくペチャペチャ音を出して口を閉じずに食べている方がいらっしゃい

ますけども，それは大人になったら改善できないんですね。離乳食が始まった頃は，お

母さんがスプーンをポンと舌にあててあげるだけで子どもは絶対食べます。よく見てま

したら，スプーンを口の奥まで入れているお母さんがいらっしゃいますが，ああいうこ

とをすると大きくなってから口を閉じずにペチャペチャ音を立てます。社会に出たら恥

ずかしいので，改善しますが，高齢になると認知症が出て癖が出てくる。これは，おじ

いちゃん，おばあちゃんが赤ちゃんの頃にそのような癖があったからだというデータが

出ていますので，今後，お母さんたちにその辺りの教育が必要ではないかと思います。

やっぱりペチャペチャ音を立てると一緒に食べる気がしませんしね。やはり，スタート

が肝心だと思います。 

京都市ＰＴＡ連絡協

議会（奥野会長） 

PTA の立場から言いますと，朝食を摂らせる家庭をいかに１００％に近づけていけるか

ということが，今，一生懸命頑張っているところです。しかし，実際問題として，学年

が進めば進むほど朝食を摂る子どもが減ってくるのが現状です。朝食を食べないことに

よる勉学面への影響はデータには出ているんですけれども，そういうデータをお示しし

て，保護者の方にお話ししても，やはり時間がないとか起きてこないなどの理由があり，

どうしたら１００％になるんだろうと思います。小学校は栄養教諭さんを含めて大変頑

張って取り組んでおられますが，なかなか１００にはならない。１００％になったとし

てもパン１個おにぎり１個で済ますというのが現状です。例えば，中学生が朝おにぎり

を１個食べてきたとしますよね，そして，昼食は京都市の場合，選択給食のお弁当をと

っている子は，そこである程度栄養計算がされているものを口にできるんですけれど

も，例えば家からお弁当を持ってきている子は，お弁当の中身は基本的に子どもが好き



8 

な物しか入っていない場合が多い。お母さんは，お弁当が残って帰ってくるのが一番嫌

らしいです。ですから，子どもが残す物を基本的にはお弁当には入れないんです。私ど

もも中学校で弁当の試食会を行って，お母さんたちに茶色いお弁当を作りましょうねと

いう話もするんですけれども，カラフルな黄色があり，緑があり，赤がありというお弁

当になってしまうのが現状なんです。さきほど先生がおっしゃられましたように，塾へ

行って，お弁当を作ってくれるお母さんって基本的には本当に少ないんですよ。という

のも，学校帰りに直接塾へ行く子もいますし，そうすると誰かがお弁当を届けないとい

けない，そういう時間がとれないお母さんは，コンビニでお弁当を買ってくださいとか，

おにぎり買ってという話になる。そうすると１週間のうち，五日間くらいはまともなご

飯を食べていない子が結構いるんです。食育で一汁三菜であるとか，あるいは色目を考

えた献立うんぬんというよりももうちょっとまともなご飯を食べさせてほしいという

のが僕たちの一番切実な思いなんです。それと，もう一つは実はあまり表には出ないん

ですが，今貧困児童ってものすごく増えているんです。貧困児童さんの食事は，基本的

には１食や１品ですね。例えば，今日の晩御飯はカレーライス，今日は親子丼という形

になりますね。そういうことも踏まえて，食べる物の重要性というか食べることによっ

てどう影響が出てくるかということを，教えていく必要があると思っているところで

す。子どもたちはどんどん夜型生活になっていきますので，朝食べないけれども昼も少

ししか食べない，夜はそういう食事ですから，特に女子がものすごく細いんです。中学

校に行きますと本当に細い子ばっかりですね。太ることをとても気にします。この先，

将来的に出生率はどうなるのかとそこまで考えてしまう。実は，食品を扱っている仕事

をしているので，食べることの重要性はよくよくわかっているので，なんとか伝えたい

なと思うんですけれどもなかなかそうはいかないとういのが現状ですね，お母さん方に

届きにくい目標というよりかは，こうしたらいいんじゃないですかという目標を入れて

いただけるとありがたいです。 

（一社）歯科医師

会（辻理事） 

１つ言い忘れました。赤ちゃんが食べ物をペタペタ触ったりする，あれをどんどんやら

せてあげてほしい。自分はどれだけの量を入れたら食べられるかというのを体で覚える

時期なんで，汚い，行儀悪いと言わずに，どんどんやらせてあげていただきたい。最近，

学生を見ていても，口が開いている子が結構いるんです。やはり親が小さい時に「口は

閉じて」としっかりと教えてあげてほしい。 

座長（小川部会長） 前回の部会でも意見が出ていましたが，生活環境を変えていかなければいけないのでは

と。大変難しいとは思いますが。 

全日本司厨士協会

京都府本部（安田

副会長） 

 

京都市の食育推進プランが始まった頃から，中学校の方で食育活動に努めております。

私を始め京都のレストラン，ホテルの料理長が中学校の家庭科の授業にうかがっており

ます。非常に中学校の学生さんも喜んで他のクラスの子も見にくるということが起こり

ます。その中で料理を作って味の違い，すなわち野菜をしっかり炊いて，まず炊き始め

の味とある程度炊いてからその味を見比べるとですね，学生さんが甘いですね，美味し

いですねと非常に興味を持って食べておられる。また，業者に焼きたてのパンを運んで
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もらって食べる，そしてかみしめるとやっぱり本来はその中に塩味があるんですけども

そういうことも理解される。パスタも，自分達がいろんな野菜を入れて食べると美味し

さを感じる。ペロッと食べておられます。さきほどから色々な問題が出ておりましたけ

ども実際は，そういう経験の環境があればしっかり食べられるのではないかと思いま

す。食の大切さや，感謝の気持ちとか，食べ方，マナーそういうことまで話をしている

んですけども，コツコツ続けるということが一番推進プランに役立つのではないのかな

と。日本料理アカデミーさんとも共に料理を通して，お互いに切磋琢磨してこれからも

続けていくこと，そして田村さんがおっしゃっていたように多くのみなさん方とのコラ

ボで，小学校，中学校，高齢者にまですべてに食を通して影響力を与えられる取組に持

っていくことが素晴らしいのではないかと思います。 

座長（小川部会長） 資料８の数値目標について皆様の御意見がありましたらお願いします。 

（特非）日本料理アカ

デミー（田村地域食

育 委 員 会 副 委 員

長） 

行政なので，数値での比較が必要になると思うんですが，見ていますと５年前から落ち

ているのも多々あります。対象者が違ったり色々と条件が違うということもあるでしょ

うけど，今，色々な立場の方が共通して問題を感じておられる。さきほどの話とも連動

してきて恐縮なんですけども，数値目標を上げるには全体的な意識が上がらないと上が

らない。みんなが，例えば，「朝ごはんを食べないことはおかしいよ」，「高齢者に対し

ていたわらないことはよくないことよ，いいことじゃないんだよ」というこが意識づい

ていけば多分変わってくると思う。私は、小さな小学校に通っていて，1 学年 1 クラス

しかなく縦割り給食というのがあったんです。小学校 6 年生から 1 年生は年齢は小学生

であっても違いがある。今，お話を聞いて思ったのは，できれば小学校単位で，様々な

ジャンルの人を集めてきていただいて同じ給食をお年寄りから子どもまで食べる，大学

生もいれば高校生もいる，いろんな専門家の方もいる中で，お年寄りはなんで硬い肉が

食べられないのか，子どもたちはなぜこういうものが嫌いなのか、おばあちゃんの時や

おじいちゃんの時はこういう風だったとか、専門家の方からは，こうやって食べないと

だめだよとか，例えばさきほど奥野会長がおっしゃたように食べないと脳に悪いんだよ

とかのお話をした後，一緒に食事をするというような取組を何か予算付けをしていただ

きたい。色々な世代の方が給食でもなんでもいいですので，共通のものを食べることに

よってまた発見がある。何かそういう取組を増やしていただいたら，自分が体験，経験

したことというのは子どもたちも大人も発見があるのではないかと思い，少し検討して

いただければなと思いました。 

京都市中央卸売市

場市場協会（北島

専務理事） 

 

数値目標のお話なんですが，朝食の摂取の割合ですか，20 歳代男性，30 歳代男性，20

歳代女性，これらの目標が 70％というのはかなり低い目標だと思います。この方たちが

将来親になる世代ですね。親たちがこの目標では，私たちも食べていないから子どもも

食べないよとなりかねないような目標では。私どもは平成 13 年から小学校に出向きま

して板前教室をやっているんですけども，魚をさばかしたり，京野菜で料理を作ったり

していて，もう 120 くらいの小学校に出向いて食育を実施しております。そこで，今日

朝ごはんを食べてきた人と挙手で聞くと，やはり食べていない児童もそこそこにおられ
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ます。子どもを教育するのは，地域であり，社会であり，親であり，この７０％という

のはいかにも低い気がします。いわずもがな皆様のご意見はそれぞれごもっともと拝聴

いたしました。市場では全国，世界から毎日様々な食材，青果物，水産物が入ってまい

ります。今，一番私の立場で心配しているのはやはりＴＰＰと消費税の増税の時，消費

者の購買意欲，購買品目等々がどのように変化していくのか，また，この計画もそれに

合わせて変わっていくのかと思いますけれども，私どもの今の心配はＴＰＰの関税の話

と消費増税の軽減税率の範囲ですね。それが様々なところで影響してくると思います 

（公社）京都市保

育園連盟(河田食

育委員会委員長) 

前回の部会で，これまでのプランの中では幼稚園や保育園での食育の推進というのが柱

に入っていたのが，次のプランの案では柱に入っていなかったので意見を言わせていた

だき今回，きちっと文言で入れていただいたことについては，非常にありがたいと思っ

ています。京都市内の民間の保育園，公立の保育所ともに食育計画を作成してそれぞれ

の園で特色ある食育の取組を今までもやってきましたし，それをこれからも発展させて

いきたいなという思いを持って，私たちの委員会の中でもいろいろな研修会などを企画

し，保育士さん，栄養士さん，調理師さんに参加していただいています。こういう場に

出させていただいて，私たちが全く知らなかった分野の方たちとのつながりももたせて

いただき，日本料理アカデミーの先生に研修会の講師に来ていただいたり，今度も調理

師の先生にきていただいたり，それから食育指導員の方に来ていただいてそれぞれの園

で活動していただくというのも少しずつ広がっています。今後も，そういう他団体との

つながりというのを持っていきたいなと思っています。実は、今日から中学生のチャレ

ンジ体験の子どもが私の園に 6 人きているんです。全員が卒園生で，私の園の給食を赤

ちゃんの時から食べてきた生徒さんなんですね。やはり保育園時代の給食をなつかしい

と言ってくれるし，おいしかったと。乳幼児からの刷り込みというんでしょうか，それ

がとても大事だということを実感しておりますので，離乳食のころからの子どもたちの

給食というのを大事にしていきたいなと思っております。 

京都市立中学校長

会（山下健康教育

部会長） 

ここ 5 年間中学校の食育というのは非常に進みました。このような会議でプランが作ら

れて，行政の方から指導いただいて進んでいるんだなと思います。以前は，学力，スポ

ーツしなさい，あと人をいじめてはいけませんよということが中心だったんですが，家

庭科，理科，社会，保健体育の授業 9 教科ほとんど共通して食育を関連づけて指導して

おります。次世代を担う中学生について，先ほど個人の問題というのがありましたが，

親に指導するというのは非常に難しい。朝，食事をお母さん作ってくださいねという風

にはなかなか立ち入れません。啓発はできるんですが。そういうことで，子どもたちを

自分で作れるような子どもに育てなければならないなということで取り組んでおりま

す。以上です。 

（公社）京都府助

産師会（山上氏） 

本当に今，少子高齢化ですけれども，ハイリスクの妊婦が多いんです。食べたものが体

のもとになる。元気な子どもさんを産んでもらう。体づくりというところで，すごく勉

強になりましたので，持ち帰ってみんなで学習したいと思います。 
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京都市小学校長会 

 （木原給食特別

委員会委員長） 

 

子どもたちの様子を見ていると，非常に食に関しては知識もいろいろな嗜好も豊かにな

ってきています。ここにおいでの多くのみなさんの努力かと思います。給食の時間で高

齢者の方とふれあい給食をしている学校もありますし，さきほど出ていましたように他

学年で一緒に給食を食べている学校もあります。我々は，少し昔に時間を戻したらイン

スタントラーメンとコーラで育ったような世代の方ばかりだと思うのですが，今の子ど

もたちはコンビニエンスストアに行けば，その当時に比べて数段と栄養価，栄養のバラ

ンス，そして食品も食材としても非常にいいものが提供されていると思います。ただ，

それを誰がどこでどう提供するかというあたりの問題が，この食育プランを推進してい

く中で一番重要になってくるのかと思います。きっと，インスタントラーメンやコーラ

やクラッシーで育った世代としては，丁寧な家庭の食事というのがきっと僕らの健康を

支えていた，そこに恐らく栄養バランスとかうんぬんというのは，お母さん，お父さん

も深く知らなかったと思うんです。ただ，丁寧に子どもを大きくしたいな，もっと健康

にしたいなという思いは誰よりも強かったように思います。こういう食育プランや啓発

をきちっと親に届かせるのが，私たち小学校の教員の役割の一つにもなってきたのかな

という風に思います。今回，アンケートを取らせていただいて私たち自身も感覚的にわ

かっていた内容がやっぱりそうかということがはっきりと出てきました。朝ごはんを食

べることは 100％でないといけないということはわかっているけれども，やはり 80％後

半，この 13％弱の子が食べられていないという現実は，私たちはすごく重いものだと感

じています。もっといいますと，「朝食をほとんど毎日食べる」の「ほとんど」を抜い

て「朝食を毎日食べる」を意識して，すこやかに過ごすための姿としてはこうなんだよ

ということを私たちも親も意識していかなければならないと思いました 

座長（小川部会長） 時間も終了に近づいてまいりましたので、最後に事務局からご発言お願いします。 

事務局（志摩課長） 本日も貴重な御意見をいただきありがとうございました。今回のプランは，冒頭資料７

の体系のとこでも少しご紹介いたしました「つなぐ」「つながる」ということを意識し

て組み立てをしております。お一人おひとりやご家庭に対する働きかけとさらにその周

囲を取り巻く環境ということを意識しました。「環境」という面では，食事は家庭で食

べる食事だけではないので，外食されるときのお店であったり，会社の施設の給食など

にも働きかけていく必要があるなという意味での環境を意識しております。本日は，や

はり朝ごはんをしっかり食べるのも，家族そろって食事を食べるのも家庭環境であった

りご家族を取り巻くさらに広い社会環境であったり，ワークライフバランスとの密接な

かかわりや貧困の問題ともかかわりがあるのではないかというような御意見をいただ

いておりました。主な取り組みの例のところにも「真のワークライフバランスの推進」

というものを挙げておりますけれども，そういう環境とのかかわりというのをしっかり

と意識していかないといけないなという風に改めて感じました。また，京都らしさを活

かした取組や地域と家庭であったり，人と人をつなぐというキーワードを使ってご発言

いただいたご意見も多数いただきました。プランをさらに充実強化し，また，このプラ

ンを策定したあかつきにはいろいろな取組にも御協力いただくという力強い御意見で
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あろかなということで受け止めさせていただきます。いただいたご意見につきまして

は，事業を担当します所管課とも相談いたしまして書けないことでも次につなげられる

形で，プランをまとめていきたいと思います。当面，パブリックコメントで市民の皆様

にお謀りする案をまとめまして，その際には部会の関係団体の皆様にもご覧いただきた

いと思っておりますので引き続き御意見を頂戴いたしますようよろしくおねがいいた

します。 

座長（小川部会長） 長時間にわたりありがとうございました。これで本日の食育推進部会を終了させていた

だきます。 

 

  


